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з.  
 

   

 学習指導要領における各教科の目標や内容に照らした学習状況及び学習や生活に関する意識や実態

を客観的に把握するとともに、全国学力・学習状況調査（以下「全国調査」という。）等で明らかになっ

た学習指導上の課題の改善状況を検証し、今後の教育施策の充実と学校における指導の一層の改善に資

する。 

 

    

平成 30年 12月 11日( 火)・12日( 水)  

 

  

公立小学校（県立特別支援学校小学部を含む） 204 校 

公立中学校（県立特別支援学校中学部を含む） 100 校 

義務教育学校                                  1 校 

（国立小・中学校及び私立中学校は不参加） 

 

ה  ה  

   ễᴬτḩβϥ ₰ 

Ӫ꜡ ₰ 

ᾉ χ 

∕ יּ

ˢH30.9.͍ ᾝ∕ˣ 
    ̓́

▄  

ᶘ 
ֽ  ̓́

ᶘ  

͑ᶘ  
☼ם  5,585  5,586    5,585  5,885  

ᶤ› 94.9% 94.9%   94.9%   

͒ᶘ  
☼ם  5,686  5,687    5,690  5,984  

ᶤ› 95.0% 95.0%   95.1%   

ᶘ  

͍ᶘ  
☼ם  5,151  5,160  5,160  5,166  5,461  

ᶤ› 94.3% 94.5% 94.5% 94.6%   

͎ᶘ  
☼ם  5,378  5,376  5,378  5,381  5,785  

ᶤ› 93.0% 92.9% 93.0% 93.0%   

 

 

 ─ ⅎ ה  

( １) 全国調査と県調査をつなげたＰＤＣＡサイクルの構築を推奨している。 

① 全国調査で明らかになった課題を改善するための指導の取組を、島根県学力調査（以下「県調査」

という。）で検証するというＰＤＣＡサイクルを確立し、指導の改善を効果的に進める。 

② 今年度の指導の状況について客観的に評価し、個別指導を充実することにより、年度内に身に付

けるべき力を着実に身に付けられるようにする。 

( ２)  教科に関する調査 

 以前は委託業者の標準問題を使用していたが、平成 27 年度の調査より島根県独自のオリジナル

問題を作成。全国調査等で明らかとなった課題の改善状況を検証することをねらいとしている。 
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( ３)  生活・学習に関する意識調査 

 全国調査結果を踏まえた取組の検証という観点から、全国調査の質問項目や過去の県調査と同じ

質問項目を設定。 

( ４)  課題をとらえやすい帳票と分析ツールの提供 

 各学校が自校の課題をとらえやすいように各種データの表示を工夫するとともに、学力と意識の

クロス分析や結果チャートが簡単に作成できるような分析ツールを提供。 

( ５)  子どもたちの事後学習を促すための個人帳票の提供 

 結果を記載した個人帳票に加え、事後学習に活用できる「フォローアッププリント」を提供。 

 

   

 

 ∆╢ ⱱכⱶⱭכ☺⌐╙  

( １)  平成 30年度島根県学力調査 結果概要 

Ⅰ．実施概要 

Ⅱ．全国調査でみられた主な課題の改善状況 

Ⅲ．教科に関する調査と生活・学習に関する意識調査のクロス分析結果 

Ⅳ．今後の対応 

( ２)  平成 30年度島根県学力調査 教科別調査結果概要（資料１） 

( ３)  平成 30年度島根県学力調査 生活・学習に関する意識調査結果概要（資料２） 

( ４)  平成 30年度島根県学力調査 資料編 

① 教科に関する設問別調査結果一覧（資料３） 

② 生活・学習に関する意識調査結果一覧（資料４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「正答率」            各学年・教科において、児童生徒個人が正答した問題の割合（％）の県平均。 

○「観 点」 指導や評価のために、児童生徒が身に付けた力を分析的に捉える視点。「関心・意欲・

態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」の４つ。 

○「領 域」 各教科の学習内容を系統的に示したもの。算数であれば「数と計算」「図形」など。 
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и ≢╖╠╣√ ⌂ ─  

 ⅜╖╠╣√ ─  

₃ ₈ ─ │ ⅝∞₉₈ ─ ─ │╟ↄ╦⅛╢₉≤™℮ ⌐ ╩⇔√ 

≥╙─  

 

小６の「算数の勉強は好き」の肯定的な回答率が 63.1％であり、４月の全国調査時より 3. 9 ポイント上

昇し、全国値との差が 0. 9 ポイント差に縮まっている。「算数の授業内容はよくわかる」の肯定的な回答率

が 77.8％で全国値を 5.6 ポイント下回っている。 

４月の全国調査時よりも 12 月の県調査時の方が肯定的な回答率が上昇するという傾向が過去３年間に

わたり続いている。また、「算数の勉強は好き」が平成 29 年４月の全国調査時の 61.2％から平成 30 年度

には 59.2％と下がったが、今回の調査では昨年度並みになった。 

 

 

₃ ₈ ─ ≢ ⇔ ℮ ╩ ∂≡⁸ ─ ⅎ╩ ╘√╡⁸ →√╡∆╢↓≤⅜≢⅝≡™╢

≤ ℮₉≤™℮ ⌐ ╩⇔√ ≥╙─  

 

「児童生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思

う」について、肯定的な回答率が上昇してきている。 
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₃ ↄ↓≤  

表現を工夫し、伝えたいことを明らかにして書くことができている。 

   

読み手にわかりやすい表現や効果的な表現を工夫して「書くこと」が改善されつつある。 

［小５ 正答率 80.8％     小６ 正答率 64.5％］ 

     

集めた材料を分類・整理し、文章を構成したり、伝えたいことを明らかにしたりして「書くこ

と」が改善されつつある。 

［中１ 正答率 60.6％     中２ 正答率 62.0％］ 

    ※正答率は選択式の問題、記述式の問題も含めた「書くこと」の領域全体を表している。「書く

こと」領域は改善してきているが、資料をもとにして情報を整理して書くなど、条件や文字数

が増えると正答率は下がる。 

 

［小５・３一］正答率 88. 7％  ［小５・３二］正答率 72.9％ 
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₃ ─  

「データの特徴から資料の説明をする」問題について、改善が見られる。中２では、正答率が大幅

に上がり、無解答率が下がった。 

［中２  正答率 65.3％   無解答率 11.6％］ 

 

［中２・１１（２）］正答率 65.3％ 
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₃ ╗↓≤  

まとまりのある英文の概要や要点を読み取る力がおおよそ定着している。 

まとまりのある英文を読んで、その概要または要点を表す絵や選択肢（英語や日本語）を選ぶことが 

できている。 

［中１ 正答率 68.3％     中２ 正答率 66. 9％］ 

      ※正答率は一つ一つの問題ではなく、「読むこと」の領域全体を表している。 

 

 

［中２・５（２）］正答率 79.7％ 
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 ⅝ ⅝ ⅜ ⌂ ─  

₃ ─ ⌐ ∆╢ ⅜⁸ √╡ ─  

 

中２について、学校の授業以外に１時間以上学習する生徒の割合は、同一集団を追いかけると小６の

12月、中１の 12月、中２の 12月と徐々に下がっている。中２の 12 月時点での家庭学習時間は、現在の

中３の４月より割合が低く、引き続き課題がある。 

（※ 現在の中３について、昨年度 12月調査では 54. 5％、今年度４月全国調査時は 60. 4％） 

 

 

₃ ╗↓≤  

記述式問題の無解答率は下がり、記述することへの抵抗感は減少していると思われるが、小学校では

「複数の文章について読み取ったことをもとに比較して考えたり、まとめたり、表現したりすること」や

「目的や条件に合わせて表現するために、文章中の必要な表現をとらえること」など、説明文などから必

要な情報を読み取り、引用したり要約したりしてまとめることに引き続き課題がある。 

 

・目的や条件に合わせて表現するために、文章中の必要な表現をとらえること。 

[ 小６・４三］ 
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₃ ╛ ─ ה  

 

小６の「円グラフを読み取り、基準量と割合から比較量を求めることができる」問題について、課題が

ある。 

・円グラフから値を読み取り、ゴーカートに投票した人数を求める。 

 

［小６・12］ 

 

ₒ ₓ × .  38.2％ 

【 】 

    １５人             31.3％ 

    ７０人             0.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中２の「円周とおうぎ形の弧の長さの関係から中心角を求めることができる」問題について、課題があ

る。 

・円錐の展開図、見取り図から側面のおうぎ形の中心角を求める。 

 

［中２・10(1) ］正答率 10.5％ 無解答率 39.4％ 
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₃ ↄ↓≤  

語彙や文構造はおおよそ正しく理解できているが、それらを活用して場面や状況に応じた英文を書く

ことに課題がある。特に、与えられた情報を整理しまとまりのある英文を書くことに、苦手意識をもって

いる生徒が多い。 

 

［中２・９］正答率 2. 4％ 無解答率 33.4 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₒ  x

    ① Kyoto is a nice place to visit. 

  ② It has many shrines and traditional events. 
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╣╢⁹ 
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≤ ⅜ ⇔⁸ ┘

⌐ ≠™√ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 ∆═≡─ ה ╩ ≤⇔√ ╩ ⇔⁸ ╩ ⅛⇔≡ ⅜

⌂ ╛ ╩ ╘╢╟℮⌐ ⅝⅛↑╢⁹ 

各学校の組織的な授業改善の取組や個別指導の充実をめざし、学力と学習状況の課題の改善状

況、今後の取組についての共通理解を促すため、学力育成の中核を担っている教員を対象とした

説明会を実施。 

・学校等の分析シートを基に今年度の取組の検証と今後の方策の立案 

・個々の結果を踏まえた個別指導の充実 

・改善がみられた事項と引き続き改善が必要な事項を確認、授業改善の焦点化 

 

₈ ה ≢ ™ ┘₉╩ ∆╢√╘─ ╩ ╘╢╟℮⌐⁸ ה

⌐⅔↑╢∆═≡─ ⌐⅔™≡ ⌐ ≠™√ ╩ ╘╢⁹ 

・協調学習の考え方を取り入れた研究推進校での公開授業や実践研究により、県内各学校の授

業改善を進める。 

・新学習指導要領に基づき、「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を進めるため、

教育情報紙等による情報発信や新学習指導要領説明会を実施する。 

 

⌐ ≠ↄ ─ ─ⱳ▬fi♩⌐≈™≡⁸ ₈ ─ ─

₉⌐╕≤╘⁸∆═≡─ ⌐ ⇔⁸ ╩ ╢⁹ 

授業改善に向けた取組の視点や各教科等の指導改善のポイントを毎年発行している「各教科等

の指導の重点」に記載し、訪問指導などで活用してその徹底を図る。 

 

≤ ⇔≡⁸ ⌂ ─ ╩ ⅝ ∆ ─ ╩ ╢⁹ 

特に、中学生の家庭学習が充実するように、これまでも様々な対策を中学校はしてきているが、

一層の改善を促すために、中学校への訪問指導などにより各校で授業と家庭学習が一体化するよ

うな効果的な家庭学習の在り方について指導・助言する。 

 

к ─ ⇔╕⌡─ ⱪꜝfi⌐ ≠ↄ  

 

 

 


